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早
い
も
の
で
料
理
教
室
も
第

19
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
の

料
理
教
室
の
例
会
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
料
理
「
キ
エ
フ
カ
ツ
レ
ツ
」

と
「
豆
の
ス
ー
プ
・
ス
モ
ー
ク

ベ
ー
コ
ン
と
ク
ル
ト
ン
入
り
」

つ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。
講
師

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
榊
原
ナ
タ
ー

リ
ア
さ
ん
で
す
。
み
ん
な
で
楽

し
く
作
り
、
美
味
し
く
食
べ
ま

し
ょ
う
。
大
勢
の
方
々
を
お
誘

い
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

参
加
費

２
２
０
０
円
（
会

員
は
１
７
０
０
円
）

定
員

25
名

申
込
締
切

5
月
25
日
（
土
）

15
時
（
但
し
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
布
巾
2
枚
、
筆
記
用
具
、

お
持
ち
帰
り
容
器

申
し
込
み

ユ
ー
ラ
シ
ア
協

会
愛
知
県
連
事
務
局
ま
で
メ
ー

ル
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

申
し
込
み
の
上
、
参
加
費
を
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
費
の

納
入
を
持
っ
て
受
付
完
了
と
な

り
ま
す
。
5
月
27
日
以
降
の
キ
ャ

ン
セ
ル
は
参
加
費
を
返
金
で
き

ま
せ
ん
。

４
月
7
日
（
日
）
午
後
2
時

か
ら
平
和
公
園
「
旧
陸
軍
墓
地
」

に
あ
る
ロ
シ
ア
兵
士
墓
地
で
、

満
開
の
桜
の
下
、
春
ら
し
い
温

か
さ
の
中
で
第
29
回
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

高
橋
満
治
常
任
理

事
の
司
会
で
、
ま

ず
15
名
の
亡
く
な
っ

た
ロ
シ
ア
兵
士
及

び
日
露
両
軍
の
兵

士
な
ら
び
に
東
日

本
大
震
災
に
よ
る

死
没
者
の
冥
福
を

祈
っ
て
黙
祷
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本

ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会

杉
浦
一
孝
会
長
の

挨
拶
、
在
大
阪
ロ
シ
ア
連
邦
総

領
事
館
の
リ
ャ
ボ
フ
・
オ
レ
グ

総
領
事
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
と

ロ
シ
ア
の
友
好
・
親
善
を
す
す

め
る
会
の
横
山
周
導
理
事
長
、

一
般
社
団
法
人
「
日
ロ
友
好
愛

知
の
会
」
筒
井
タ
カ
ヤ
代
表
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
各
団
体

の
代
表
に
よ
る
慰
霊
塔
へ
の
献

花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
名
古
屋
ハ
リ
ス
ト
ス

正
教
会
の
伊
藤
神
父
と
聖
歌
隊

に
よ
る
追
悼
の
祈
り
と
聖
歌
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
参
加
者
全

員
に
よ
る
15
名
の
墓
碑
へ
の
献

花
を
行
い
ま
し
た
。

合
唱
団
「
ミ
ー
ル
」
は
「
ロ

シ
ア
－
わ
が
ふ
る
さ
と
」
と

「
ふ
る
さ
と
」
を
献
歌
し
、
最

後
に
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
難

波
副
会
長
の
世
界
か
ら
戦
争
が

な
く
な
る
よ
う
に
と
の
閉
会
の

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

日本ユーラシア協会とは
旧ソ連邦に住む諸国民との

相互理解と友好を進める

（旧）日ソ協会の統一した名

称です
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満
開
の
桜
の
下
で
50
名
が
参
加

第
29
回
ロ
シ
ア
兵
士
墓
地
慰
霊
祭

【写真】ロシア兵士墓地慰霊祭の様子

本
日
は
、
第
29
回
ロ
シ
ア
兵

墓
地
慰
霊
祭
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
主
催
団
体
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア

協
会
愛
知
県
連
合
会
を
代
表
い

た
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、
日

本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
愛
知
県
連

合
会
の
会
長
で
あ
る
杉
浦
か
ら
、

一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
こ
に
眠
る
の
は
、
１
９
０

４
年
２
月
か
ら
１
９
０
５
年
９

月
に
か
け
て
た
た
か
わ
れ
た
日

露
戦
争
に
お
い
て
、
日
本
側
の

捕
虜
と
な
り
、
名
古
屋
東
別
院

の
ほ
か
市
内
の
収
容
所
に
収
容

さ
れ
、
そ
こ
で
亡
く
な
ら
れ
た

15
名
の
ロ
シ
ア
兵
で
あ
り
ま
す
。

日
露
戦
争
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
、
日
本
と
ロ
シ
ア
が
中
国
東

北
部
（
い
わ
ゆ
る
満
州
）
と
朝

鮮
の
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
た
た

か
っ
た
帝
国
主
義
戦
争
で
し
た
。

異
国
の
地
に
眠
る
こ
の
15
名
の

ロ
シ
ア
兵
も
、
こ
の
戦
争
の
犠

牲
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戦
争
は
、
国
家
の
名
に
お
い

て
、
相
手
国
の
軍
人
だ
け
で
な

く
、
無
辜
の
民
ま
で
も
残
忍
に

殺
し
合
う
非
人
間
的
な
所
業
で

あ
り
ま
す
。
今
日
、
人
間
の
命

を
無
残
に
奪
う
こ
の
戦
争
を
地

球
上
か
ら
根
絶
す
る
た
め
、
恒

久
平
和
を
求
め
る
さ
ま
ざ
ま
な

運
動
が
世
界
中
で
進
め
ら
れ
、

国
際
的
に
大
き
な
流
れ
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
核
な
き

世
界
」
を
め
ざ
す
い
わ
ゆ
る
核

兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
本
部
に

お
け
る
条
約
交
渉
会
議
で
採
択

さ
れ
た
の
は
、
そ
の
代
表
的
な

事
例
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

他
方
で
、
核
兵
器
保
有
国
で

あ
り
、
国
際
政
治
の
領
域
で
大

国
と
呼
ば
れ
て
い
る
国
家
の
政

府
は
、
こ
の
核
兵
器
禁
止
条
約

に
反
対
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

新
小
型
核
兵
器
の
開
発
も
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
技
術
を
利
用

し
た
殺
人
ロ
ボ
ッ
ト
兵
器
ま
で

も
開
発
し
、
す
で
に
実
戦
配
備

の
段
階
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
核
抑
止
力
論
に
取
り
つ

か
れ
て
い
る
大
国
お
よ
び
日
本

を
含
む
そ
の
同
盟
国
の
政
府
は
、

あ
え
て
言
え
ば
、
平
和
を
希
求

す
る
世
界
の
多
く
の
人
た
ち
の

心
底
か
ら
の
願
い
を
踏
み
に
じ
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。私

た
ち
は
、
微
力
な
が
ら
も
、

世
界
平
和
の
実
現
の
た
め
に
、

市
民
の
草
の
根
の
運
動
と
し
て

ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
国
の
人
た
ち
と

の
平
和
友
好
親
善
活
動
を
い
っ

そ
う
強
力
に
進
め
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。
今
日
の
ロ
シ
ア

兵
墓
地
慰
霊
祭
は
、
こ
の
地
に

眠
る
15
名
の
ロ
シ
ア
兵
の
霊
を

慰
め
る
祭
式
だ
け
で
な
く
、
地

球
上
か
ら
戦
争
が
根
絶
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
人
た
ち
の
反
戦
・

不
戦
の
集
い
で
も
あ
り
ま
す
。

15
名
の
ロ
シ
ア
兵
も
、
お
そ
ら

く
こ
れ
に
賛
同
し
て
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
ご
あ

い
さ
つ
を
終
わ
る
こ
と
に
い
た

し
ま
す
。

第
29
回
ロ
シ
ア
兵
士
墓
地
慰
霊
祭
で
の

杉
浦
会
長
の
あ
い
さ
つ

６
月
２
日
（
日
）
11
時
～
16
時

愛
知
民
主
会
館
２
Ｆ
会
議
室

記
念
講
演
・
広
岩
近
広
氏

第
64
回
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
愛
知
県
連
合
会
総
会

第
64
回
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協

会
愛
知
県
連
合
会
総
会
が
６
月

２
日
に
開
か
れ
ま
す
。
記
念
講

演
は
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
編
集

次
長
、
専
門
編
集
委
員
を
さ
れ
、

２
０
１
６
年
か
ら
は
客
員
編
集

委
員
を
さ
れ
て
い
る
広
岩
近
広

氏
に
「
取
材
報
告
ー
国
境
を
越

え
た
平
和
交
流
」
（
仮
題
）
と

い
う
テ
ー
マ
で
話
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

広
岩
近
広
氏
は
今
年
の
１
月

に
発
刊
さ
れ
た
『
シ
ベ
リ
ア
出

兵
―
「
住
民
虐
殺
戦
争
」
の
真

相
』
（
２
面
に
書
評
を
掲
載
）

の
著
者
で
す
。
こ
の
本
で
は
Ｎ

Ｐ
О
法
人
ロ
シ
ア
と
の
友
好
親

善
を
す
す
め
る
会
の
横
山
周
導

さ
ん
が
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
墓

参
を
し
て
い
た
際
に
、
偶
然
知

ら
さ
れ
た
イ
ワ
ノ
フ
カ
村
住
民

虐
殺
事
件
に
つ
い
て
も
最
初
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
本
の
「
は
じ
め
に
」
で
広
岩

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。
「
日
本
の
シ
ベ
リ
ア

出
兵
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
侵
略
戦

争
で
あ
り
、
し
か
も
民
間
人
が

虐
殺
さ
れ
る
と
い
う
加
害
と
被

害
を
刻
み
付
け
て
い
る
。
い
っ

た
ん
派
兵
を
決
め
た
ら
、
撤
退

の
機
を
失
っ
て
泥
沼
に
陥
る
こ

と
も
見
せ
つ
け
た
。
そ
う
し
た

観
点
か
ら
も
「
忘
れ
ら
れ
た
七

年
戦
争
」
と
言
わ
れ
る
「
シ
ベ

リ
ア
出
兵
戦
争
」
を
検
証
す
る

意
義
は
深
く
、
ま
た
学
ぶ
べ
き

こ
と
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
」
。

記
念
講
演
は
会
員
以
外
の
方

も
参
加
で
き
ま
す
（
参
加
費
５

０
０
円
、
会
員
は
無
料
）
。

『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
ー
「
住
民
虐
殺
戦
争
」
の
真
相
』
の
著
者

６
月
８
日
（
土
）
17
時
30
分
～
20
時
30
分

東
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
料
理
室

第
19
回
料
理
教
室
「
ペ
チ
カ
」
開
催

憲法施行72周年記念 市民のつどい

転換期の憲法
2019年5月3日（祝）13：00～16：00

（開場：12時15分）

名古屋市公会堂（鶴舞公園内）
第1部 講演「危ない日本の憲法診断」
水島朝穂（早稲田大学法学学術院教授）
第2部 落語「立川談四楼の憲法寄席」
立川談四楼

入場料

一般 前売 1300円 当日 1600円

中高大生・障がい者・年金生活者

前売 900円 当日1200円

主催：愛知憲法会議 後援：名古屋市
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３
月
24
日
（
日
）
午
前
11
時

か
ら
第
21
回
ユ
ー
ラ
シ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
11
時
か
ら
16
時
ま
で
、
1

階
で
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
の
黒
パ
ン

や
パ
ン
の
中
に
レ
ー
ズ
ン
、
く

る
み
、
オ
レ
ン
ジ
を
た
っ
ぷ
り

使
っ
た
フ
ル
ー
ツ
ケ
ー
キ
の
よ

う
な
ぜ
い
た
く
な
パ
ン
・
シ
ン

デ
レ
ラ
を
始
め
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸

国
の
缶
詰
や
ボ
ル
シ
チ
の
素
、

ワ
ッ
フ
ル
、
は
ち
み
つ
、
ハ
ニ
ー

ス
フ
レ
、
そ
ば
の
実
、
ジ
ョ
ー

ジ
ア
の
ワ
イ
ン
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ォ
ッ

カ
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

12
時
か
ら
は
２
階
の
ホ
ー
ル

で
新
入
会
員
歓
迎
会
が
行
わ

れ
、
18
名
の
新
入
会
員
（
昨

年
６
月
か
ら
）
の
う
ち
、
３

名
の
新
会
員
の
方
が
歓
迎
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
難
波
副

会
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
ひ
と
り
ず
つ
入
会
の
動

機
や
抱
負
な
ど
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
歓
迎

会
の
後
は
昼
食
タ
イ

ム
で
、
「
さ
ら
び
」

の
ピ
ロ
シ
キ
、
紅
茶
、

ボ
ル
シ
チ
を
用
意
し

ま
し
た
。

ま
た
、
「
ロ
シ
ア

語
で
自
分
の
名
前
を

書
い
て
み
よ
う
」
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
新
入

会
員
を
中
心
に
服
部

先
生
に
教
え
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。

13

時
15

分
か
ら

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
日
本
の
文
化

交
流
」
が
始
ま
り
、
最
初
に
今

池
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
の
方
々

に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
が
あ

り
ま
し
た
。
「
早
春
賦
」
、

「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」
、
「
ふ
る

さ
と
」
は
５
人
の
合
奏
で
、
最

後
に
独
奏
で
「
荒
城
の
月
」
を

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
合
唱
団
「
ミ
ー
ル
」

の
合
唱
で
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
」
、

「
広
き
ド
ニ
エ
プ
ル
の
嵐
」
、

「
道
」
、
「
と
も
し
び
」
の
４

曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
「
広
き

ド
ニ
エ
プ
ル
の
嵐
」
は
す
ば
ら

し
い
出
来
だ
っ

た
と
の
参
加
者

の
声
で
し
た
。

次
に
出
席
者

に
参
加
し
て
も

ら
っ
て
空
き
缶

早
積
み
競
争
を

４
つ
の
チ
ー
ム

で
争
い
ま
し
た
。

６
個
の
空
き
缶

を
倒
れ
な
い
よ

う
に
積
み
重
ね

て
、
次
の
人
に

交
代
し
、
次
の

人
は
積
ん
だ
空
き
缶
を

元
に
戻
し
て
ま
た
積
み
上
げ
る

と
い
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
参
加
者

に
は
参
加
賞
、
優
勝
し
た
チ
ー

ム
に
は
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
の
メ
イ
ン
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
シ
ョ
ー
で
す
。
最
初

は
ヴ
ィ
タ
ー
リ
さ
ん
の
笛
と
ナ

タ
ー
リ
ア
さ
ん
の
歌
で
「
オ
イ
・

ビ
ー
ド
・
ヴ
ィ
シ
ュ
ナ
ユ
」
、

続
い
て
タ
チ
ア
ナ
さ
ん
の
歌
で

「
オ
イ
・
マ
モ
」
、
「
テ
ヴ
ェ

ツ
ェ
・
モ
ー
ジ
ェ
・
ヴ
・
ヴ
ィ

テ
」
、
「
ア
プ
レ
ー
リ
」
を
歌
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
は
ヴ
ィ

タ
ー
リ
さ
ん
と
マ
リ
ー
ナ
さ
ん

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ヨ
ガ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
参
加
者
一

同
、
体
の
柔
ら
か
さ
と
美
し
い

ポ
ー
ズ
に
息
を
の
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
し
て
も
う
１
曲
タ

チ
ア
ナ
さ
ん
の
歌
の
後
、

出
演
者
全
員
で
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
・
ツ
ェ
ム
ィ
」
を
歌
っ

て
シ
ョ
ー
は
終
了
し
ま
し

た
。最

後
に
お
楽
し
み
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
「
福
づ
ち
」

の
う
な
丼
、
宗
次
ホ
ー
ル

の
招
待
券
、
名
演
小
劇
場

の
招
待
券
、
ワ
イ
ン
な
ど

豪
華
景
品
が
た
く
さ
ん
の

人
に
当
た
り
ま
し
た
。

今
回
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
50
名
の
参
加
で
昨

年
よ
り
も
少
し
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
来
年
は
早
く
か
ら
多

く
の
人
に
宣
伝
し
、
よ
り
多
く

の
人
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
ま
す
。

愛
知
県
民
主
会
館
建
設
基
金

募
金
応
募
者
（
敬
称
略
）

（
３
月
１
日
～
３
月
31
日
）

小
池
慎
一

藪
見
武
彦

蒔
田
ま
ゆ
み

市
川
春
季

森
下
東
治

ユ
ー
ラ
シ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

バ
ザ
ー
ル
基
金

合
計
１
５
．
５
６
５
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

国
内
外
で
圧
倒
的
評
価
と
人

気
を
誇
る
映
画
監
督
・
黒
沢
清

が
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
１
か

月
ま
る
ま
る
滞
在
し
、
広
い
国

土
を
存
分
に
使
っ
て
ロ
ケ
撮
影

さ
れ
た
本
作
は
、
観
客
も
一
緒

に
異
郷
を
旅
し
て
い
る
よ
う
な
、

ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
と
し
て
の
魅

力
に
溢
れ
た
目
覚
め
の
物
語
。

雄
大
な
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
風
景

か
ら
ホ
コ
リ
っ
ぽ
い
街
角
の
雑

踏
、
バ
ザ
ー
ル
の
熱
気
ま
で
を

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
ル
に
切
り
取
り
、

1
コ
マ
ご
と
に
主
人
公
の
心
の

移
ろ
い
を
映
し
出
し
て
い
る
。

（
公
式
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

あ
ら
す
じ

テ
レ
ビ
リ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め

る
葉
子
は
巨
大
な
湖
に
棲
む

“

幻
の
怪
魚
”
を
探
す
た
め
、

番
組
ク
ル
ー
と
共
に
、
か
つ
て

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
中
心
地
と
し

て
栄
え
た
こ
の
地
を
訪
れ
た
。

夢
は
、
歌
う
こ
と
。
そ
の
情
熱

を
胸
に
秘
め
、
目
の
前
の
仕
事

を
こ
な
し
て
い
る
。
収
録
を
重

ね
る
が
、
約
束
ど
お
り
に
は
い

か
な
い
異
国
で
の
ロ
ケ
で
、
い

ら
だ
ち
を
募
ら
せ
る
ス
タ
ッ
フ
。

あ
る
日
の
撮
影
が
終
わ
り
、
ひ

と
り
街
に
出
た
彼
女
は
、
聞
こ

え
て
き
た
微
か
な
歌
声
に
誘
わ

れ
美
し
い
装
飾
の
施
さ
れ
た
劇

場
に
迷
い
込
む
。
そ
し
て
扉
の

先
で
、
夢
と
現
実
が
交
差
す
る

不
思
議
な
経
験
を
す
る
─
─
。

彼
女
が
、
旅
の
果
て
で
出
会
っ

た
も
の
と
は
…
…
？

（
公
式
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

監
督：

黒
沢
清

出
演：

前
田
敦
子
、
染
谷
将

太
、
柄
本
時
生
、
加
瀬
亮
ほ
か

２
０
１
９
年
日
本
・
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
合
作

１
２
０
分

【写真】今池ハーモニカクラブ

【写真】合唱団「ミール」

【写真】空き缶積みゲーム【写真】ウクライナ・ヨガ

6
月
の
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協

会
愛
知
県
連
合
会
総
会
で
は
、

広
岩
近
広
氏
の
講
演
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
広
岩
氏
は
今
年
1

月
、
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」
を
出

版
さ
れ
て
い
る
。
講

演
で
は
本
書
と
関
連

す
る
話
が
あ
る
と
予

想
さ
れ
る
の
で
、
参

考
に
な
れ
ば
と
思
い

紹
介
文
を
書
い
た
次

第
で
あ
る
。

本
書
は
ロ
シ
ア
革

命
後
に
お
け
る
、
日
本
と
ロ
シ

ア
の
交
流
史
で
あ
る
。
た
だ
し

年
代
順
の
記
述
で
は
な
く
、
冒

頭
は
昨
年
（
２
０
０
８
年
）
８

月
、
ロ
シ
ア
の
ア
ム
ー
ル
ス
カ

ヤ
州
イ
ワ
ノ
フ
カ
村
で
行
わ
れ

た
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
両
国
民

に
よ
る
合
同
供
養
の
話
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。

供
養
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

１
９
１
９
年
に
イ
ワ
ノ
フ
カ
村

で
日
本
軍
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ

た
ロ
シ
ア
人
の
人
々
、
そ
し
て

１
９
４
５
年
に
ロ
シ
ア
に
抑
留

さ
れ
た
ま
ま
帰
国
で
き
ず
に
死

亡
し
た
日
本
の
人
々
で
あ
る
。

こ
の
合
同
供
養
は
、
日
本
と
ロ

シ
ア
の
将
来
に
つ
な
が
る
親
善

交
流
の
見
本
と
し
て
、
高
く
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ
シ
ア
革
命
以
後
の
日
露
交

流
史
は
、
両
国
民
に
多
数
の
犠

牲
者
が
出
る
悲
惨
な
事
件
の
連

続
で
あ
る
。

１
９
１
８
年
の
シ
ベ
リ
ア
出

兵
１
９
１
９
年
の
イ
ワ
ノ
フ
カ

村
事
件

１
９
２
０
年
の
ニ
コ
ラ
エ
フ

ス
ク
港
事
件

１
９
４
５
年
の
ソ
連
参
戦
、

等
々
。

本
書
で
は
こ
れ
ら
の
諸
事
件

に
つ
い
て
、
従
来
あ
ま
り
言
及

さ
れ
な
か
っ
た
観
点
か
ら
の
解

説
が
行
わ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を

主
張
し
た
の
は
誰
か
。
な
ぜ
日

本
軍
が
イ
ワ
ノ
フ
カ
村
を
全
村

丸
ご
と
放
火
し
た
の
か
。
ニ
コ

ラ
エ
フ
ス
ク
港
事
件
で
は
、
日

本
の
民
間
人
に
多
数
の
死
者
が

出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
り

大
き
な
非
難
を
浴
び
た
の
は
、

攻
撃
し
た
パ
ル
チ
ザ
ン
で
は
な

く
、
日
本
政
府
だ
っ
た
。
そ
の

理
由
は
？

そ
し
て
１
９
４
５

年
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
ス
タ
ー
リ
ン
の

命
令
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
き

た
が
、
実
は
関
東
軍
の
文
書
の

中
に
「
抑
留
」
の
提
案
が
あ
っ

た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
日
露
政
府
間
の
平
和

条
約
締
結
交
渉
は
、
手
詰
ま
り

状
態
に
あ
る
。
本
書
を
味
読
す

る
こ
と
は
、
今
後
の
打
開
策
を

考
え
る
参
考
に
な
る
と
思
う
。

「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」

広
岩
近
広
著

書評

菊
池

正

第
21
回
ユ
ー
ラ
シ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に
参
加
者
も
満
足

３
月
24
日
（
日
）
愛
知
民
主
会
館
１
Ｆ
・
２
Ｆ

【写真】ウクライナの歌と踊り

日
本
・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
合
作

「
旅
の
お
わ
り
世
界
の
は
じ
ま
り
」

６
月
14
日
か
ら
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
シ
ネ
マ

映画紹介

【写真】新入会員歓迎会


